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光ファイバジャイロ

光ファイバジャイロ、リングレーザジャイロ

本発明の目的は、分解能が高い光ファイバジャイロを提供するところにある。

本発明によれば、分解能が高い光ファイバジャイロが得られ、その結果回転角速
度が低い領域においても回転角速度を求めることができる。

半導体レーザ素子１４からの励起光はＷＤＭカプラ１２を介して光ファイバ１１からな
る周回光路１０に伝播されてこの周回光路１０を互いに逆方向に進行するレーザ光
Ｌ１、Ｌ２となり、このレーザ光Ｌ１、Ｌ２の一部を光カプラ１３によって取り出してこの
レーザ光Ｌ１、Ｌ２の周波数差をフォトダイオード１８で検出するよう構成されており、
レーザ光Ｌ１、Ｌ２の波長λにおけるＷＤＭカプラ１２の挿入損失Ｐ１および波長λに
おける光カプラ１３の挿入損失Ｐ２のいずれか一方が他方の０.５倍以上で２倍以下
であるように設定されている。


